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令和７年度モニタリング評価に基づく改善のための対応方針

施施設名：大阪府立漕艇センター
	評価項目
	評価基準（内容）
	評価委員会の指摘・提言等
	改善のための対応方針
	次年度以降の事業計画等への反映内容
	令和８年度の進捗状況

	Ⅱさらなるサービスの向上に関する事項
(2)自主事業
	①さらなるサービス向上の取組み
	収入増加に向けて、自主事業実施状況を改善させること。
	ボート教室開催にかかる受入体制の増強を行う。浜寺公園新聞への掲載やHPの見直しを行い、自主事業の広報活動を行い、参加者数と収入の増加に努める。
	ボート教室の受入体制の増強にあわせ、参加者負担と事業の持続性を踏まえた受講料の見直しを実施する。また、浜寺公園新聞や施設ホームページ等を活用し、開催情報の掲載頻度を高めるなど、広報活動を強化することで参加者増加を図る。
	ボート教室の受講料について、大人・小学生ともに一人1,000円としていたが、今年度から大人2,000円、小学生1,000円に見直し、収入増加を図った。また、ボランティアで協力いただく外部派遣の講師に対して謝礼を支払うこととし、講師やスタッフの確保を図ることで、事業の継続的かつ安定的な運営につなげている。また、施設ホームページを活用した周知を行った結果、今年度の参加申込者数は現時点で延べ15人となっており、今後も増加が見込まれる。（参考：令和７年度50人）
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